
  

 

 

第５５回（令和３年度第２回）契約監視委員会 議事概要 

 

契約監視委員会事務局 

１．日時 

  令和３年８月２日（月）１７：０５～１８：１０ 

 

２．場所 

  日本原子力研究開発機構東京事務所 役員会議室他（Zoom 会議） 

 

３．出席者 

委員長 石田 惠美  弁護士／公認会計士 

委員  野村 修也  中央大学法科大学院 教授／弁護士 

委員  幕田 英雄  弁護士 

委員  山本 泉   元会計検査院第２局長 

委員  田中 輝彦  日本原子力研究開発機構 監事 

委員  天野 玲子  日本原子力研究開発機構 監事 

 

  説明者 伊藤 洋一  日本原子力研究開発機構 副理事長 

（事務局）須藤 憲司  日本原子力研究開発機構 理事 

      江籠 誠   日本原子力研究開発機構 契約部長 

      松本 尚也  日本原子力研究開発機構 契約部次長 

      上原 伸   日本原子力研究開発機構 契約調整課長 

      中西 昌夫  日本原子力研究開発機構 監査室長 

      川﨑 哲史  日本原子力研究開発機構 監査室主幹 

      

オブザーバー 西山 祐里江 内閣官房 行政改革推進本部事務局 参事官補佐 

    松浦 重和  文部科学省 研究開発局原子力課長 

岡村 圭祐  文部科学省 研究開発局原子力課 課長補佐 

 

４．議事概要 

（1）説明及び主な質疑 

① 前回議事概要について 

前回議事概要案は、原案通り了承された。 

 

② 中間とりまとめ以降の自己評価 

事務局から前回の委員会での意見を踏まえ見直しを行った自己評価について説明し、審議の結果、

自己評価の修正については、各委員に確認の上、最終版の確定は委員長に一任することで了承された。

その過程で委員より以下の意見が出された。 

 

* 機構における契約の「アウトカム」は、「コスト」、「品質」、「納期」のバランスが重要である。 

* 競争性の確保のための努力というものを本当に全部やり切ったのかという疑問がある。まずは競

争性の確保を極めつつ、一方で、形式的な競争を行うために相当なコストアップになるのであれば、

契約方式を改める必要がある。 

* 原子力の特殊性により一者応札が増えることは理解するが、できる限り定量的な表現とする必要

がある。 

 

 



 

 

（2）その他 

次回委員会は令和３年９月２２日（水）１３：３０から１６：００に開催することとした。 

 

以 上 


